朗らかな 秋晴れの 日で ある。 

こんぺき な 

津 軽の 海 は 紺碧に ffl いで、 一点の 曇り も 無い 虚空 を 

豊かに 照り返え す 水の 上に は、 これ はまた 珍ら しく 漁 

舟の 片影 も 無い。 

閑静に 澄んだ 波の 面に は、 微かに 動く 一 二 羽の 水鳥 

が、 大らかな 弧を描いて いるば かりで ある。 

けれども、 若し 人が その 海岸に 立って、 遠い 彼方に 

瞳 を 定めたならば きっと その 注意 は、 遙か 水平線の 上 

に ポッツ リと 浮き出し て 小さい 物の 影に 牽 かれる だろ 



乱しに 来お つたので は あるまい か、 等と いう 流言 は 至 

かま 

る 処に暄 びす しかった。 中で も 例年 献上 品の 重き をな 

してた 鷹 を 止めた のみならず、 獵師を 殺生の 業と して 

禁ぜられ たこと など は 豊作の 乏しい 藩に とつ て はこの 

上 も 無い 痛手で ある。 

たとい 密々 に 方便 はあろう とも、 畜生に 代えて 人の 

ふんまん 

命 を 軽ん ずる 禁令 は 上下の 憤懣 を 起さずに はおかない。 

けんらん あんたん 

絢爛たる 当代の 文明に 対して は、 余りに 暗澹たる 

えんさ へき ひ 

怨嗟の 声 は、 遠い 僻 鄙の 地に も 絶えなかった ので ある。 

が、 藩 公の 力で はいかん とも 為し 難い 常軌を逸した 大 

きょうきょう 

障 力の 前に、 諸 g はた だ 戦々 陶 々 として、 ひたすら 



たので ある。 

かくかく 

火花 を 散らす 様に して、 赫々 と 燃え立つ 真紅の ただ 

中に 置かれた 一穎の 青玉 は、 さながら 天外から I 卞リ 

落ちた 一 滴の 涙の 様に 見える。 

純粋 無垢の※ 色に 燃えて、 るり は 一 層る リに、 滑ら 

かな 肌 を 滑って 舞う※ は 灼熱の 花弁と な つ て 青 紫の 

ぎ よ くず い ようえい 

玉蕊を 抱いて 揺曳す る。 

その美く しさに 思わず も 恍惚と して 我 を 忘れた 人々 

の 目前で、 焙ら れた珠 はやが て 微かな 音を立て 始めた。 

珠の 小さ さに も 似た ひそ やか さで ある。 響きと もい え 

ぬ 響で ある。 が、 その 憂さし く 耳底に 通う 響に 連れて 
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• 表記に ついて 

• 本 文中の 「く」 は、 二倍の 踊り字 (「く」 を 縦に 長 

くした ような 形の 繰り返し 記号)。 

• 本 文中の※ は、 底本で は 次の ような 漢字 (g 外字) 



が 使われて いる。 

一 粒の 青玉 を※ のうちに 投じた ので ある。 

純粋 無垢の※ 色に 燃えて、 

滑らかな 肌 を 滑って 舞う※ は 

※のうちで 珠は 潔く も 砕け散つ たので ある。 燄 

第 3 水準 1,87-64 支那で 青琅※ と 呼ぶ のを圩 

第 3 水準 1-87,83 



